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審 査 結 果 の 要 旨 
 

１.論文の評価 
 植生リモートセンシングの研究分野において，本論文の重要な成果とそれに対する意見は，次の通り

である． 
・成果１：曇天時の UAV 搭載カメラ画像については，基準木を利用することで月別の RGB 変化を追跡

できる校正手法を開発し，新緑・落葉などの植物イベントを検出できるようにした． 
 市販のデジタルカメラを用いても，この校正手法により植物季節の観測ができることを示した．  
・成果２：晴天時の日向部分については，各画素の地上座標における太陽光の入射角とセンサ位置の関

係から輝度値が変化する状況を面的に把握し，一定の位置関係での輝度値に校正できる仕組みを開発し

たこと 
 UAV 搭載カメラを用いて広範囲の画像を取得し，オルソ画像を生成する技術はすでに存在するが，

１ピクセルごとに格納された RGB 値については，様々なカメラ位置での値が入力されており，データ

の均質性が問題であった．これを克服した重要な成果である． 
これらの一連の成果は，UAV 搭載デジタルカメラによる植物観測の精度を向上させただけでなく，

植物ごとの異方向反射特性の解析に発展させることが可能である．ただ，植物観測の分野で求められて

いる精度に対して，本手法は満足できているのかについて言及しておくべきとの意見があった． 
 
２.審査の経過と結果 
（１）令和４年１月 12 日 ５名の審査委員のもと協議され、博士後期課程委員会で学位論文の受理

を決定した。 
（２）令和４年２月 14 日 公開論文審査発表会及び最終試験を実施した。 
（３）令和４年３月３日 博士後期課程委員会で学位授与を可とし、教育研究審議会で承認された。 


